
平成２５年１２月２０日

平成２５年度学校基本調査（確定値）の公表について

文部科学省は，学校教育行政に必要な学校に関する基本的事項を明らかにすることを

目的として，標記調査を昭和２３年度より毎年実施しています。

今般，平成２５年度の確定値をとりまとめたので，公表します。

１ 調査内容

（１）調査期日：平成２５年５月１日現在

（２）調査対象：幼稚園，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校，

大学，短期大学，高等専門学校，専修学校及び各種学校並びに市町村教

育委員会

（３）調査項目：学校数，在学者数，卒業者数，就職者数，進学者数等

２ 調査結果の主な概要（カッコ書きのカタカナは次ページ以降の図表とリンク ）。

（１） （Ｐ１の表１，Ｐ２の表２及びＰ３の図１を参照 ）在学者数 。

①小学校は６６７万７千人（ア）で，前年度より８万８千人（イ）減少し，過去最

低を更新 （表１）。

②中学校は３５３万６千人（ウ ，高等学校は３３２万人（エ）で，前年度より微）

減 （表１）。

③特別支援学校は１３万３千人（オ）で，前年度より３千人（カ）増加し，過去最

高を更新 （表１）。

（ ） （ ） ， （ ） 。（ ）④大学 学部 は２５６万２千人 キ で 前年度より１千人 ク 増加 表２

⑤大学院は２５万５千人（ケ）で，前年度より８千人（コ）減少。平成２３年度に

過去最高を更新後，２年連続で減少 （表２）。

⑥専門学校（専修学校（専門課程 ）は５８万７千人（サ）で，前年度より９千人）

シ 増加 ４年連続で増加 ３ページのグラフでは専修学校に含まれる 表（ ） 。 。（ 。）（

１）

（２） （Ｐ４の表３，Ｐ５の図３及びＰ６の図５を参照 ）高等学校卒業者の進学率 。

－専門学校への進学率は４年連続で上昇－

（ ） ． （ ）（ ． ）①大学・短大進学率 現役 ５３ ２％ ス 前年度より０ ４ポイント低下

（ ） （ ） ． （ ）（ ． ）②大学 学部 進学率 現役 ４７ ４％ セ 前年度より０ ３ポイント低下

（ ） ． （ ）（ ． ）③専門学校進学率 現役 １７ ０％ ソ 前年度より０ ２ポイント上昇



また，過年度卒業者を含む進学率（就学率）についてもおおむね同様の傾向。

④大学・短大進学率（過年度卒を含む） ５５．１％（前年度より１．１ポイント

低下）

⑤大学（学部）進学率（過年度卒を含む）４９．９％（前年度より０．９ポイント

低下）

⑥高等教育機関進学率（過年度卒を含む）７７．９％（前年度より１．４ポイント

低下）

（３） （Ｐ４の表３，Ｐ７の表４，Ｐ１０の表５，Ｐ１１の表６を参照 ）就職率 。

－高卒，大卒及び大学院卒（修士課程）は３年連続上昇－

． （ ）（ ． ）①高卒就職率 １６ ９％ タ 前年度より０ ２ポイント上昇

． （ ）（ ． ）②大卒就職率 ６７ ３％ チ 前年度より３ ４ポイント上昇

（ ） ． （ ）（ ． ）③大学院卒就職率 修士課程 ７３ ７％ ツ 前年度より０ ４ポイント上昇

（ ） ． （ ）（ ． ）④大学院卒就職率 博士課程 ６５ ８％ テ 前年度より１ ５ポイント低下

（４） （Ｐ７の表４）大卒者のうち，安定的な雇用に就いていない者の占める割合

－前年度より２．２ポイント低下し，２０．７％－

大卒者の「就職者」のうち「正規の職員等でない者」と 「一時的な仕事に就い，

た者」及び「進学も就職もしていない者」の合計は１１万５千人。

． （ ）これらの安定的な雇用に就いていない者の卒業者に占める割合は２０ ７％ ト

で，前年度より２．２ポイント低下。

その他の主な結果は，別紙のとおり。

なお，詳細集計表は「政府統計の総合窓口（ 」のホームページに掲載。e-Stat）
（ ）http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/NewList.do?tid=000001011528

＜担当＞ 生涯学習政策局政策課調査統計企画室

室 長 柳澤 好治（内線3476）

専 門 官 筒井 公章（内線2016）

学校基本調査係長 山本 典子（内線2264）

専 門 職 望月 香里（内線2264）

電話：03－5253－4111（代表）



　Ⅰ．学校数，在学者数，教員数

　　１．小学校，中学校，高等学校等

　○　小学校は，特にここ５年は減少傾向にあり，前年度より８万８千人減少し，過去最低を更新。

　○　中学校は３５３万６千人，高等学校は３３２万人で，前年度より微減。

　○　特別支援学校は１３万３千人で，前年度より３千人増加し，過去最高を更新。

　○　専門学校（専修学校（専門課程））は，５８万７千人で，前年度より９千人増加。４年連続で増加。

　○　教員数のうち女性の教員数は，高等学校と特別支援学校で過去最高。また，その割合も

　　３０．７％（前年度より０．４ポイント上昇）と６０．３％（前年度より０．２ポイント上昇）で過去最高。

表１　初等中等教育機関等の学校数，在学者数，教員数

　＜　在学者数　＞

　＜　教員数　＞

(注)　１ （　）は，前年度からの増減値である。

平成２５年度学校基本調査（確定値）　調査結果のポイント

　　　 ２ 専修学校の「うち高等課程を置く学校」と「うち専門課程を置く学校」は延べ数である。
　　　　例えば，高等課程と専門課程の両方を設置する専修学校はそれぞれの欄に１校ずつとして計上されている。

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（カ）

（オ）

総　数

（ 人） うち女性（ 人）
女性の比率

( %)

(-127)  (－) (-107) (-20) (-20,615) (-145) (-9,163) (-11,307) (275) (320) (0.1)

13,043 49 4,817 8,177 1,583,610 5,785 274,164 1,303,661 111,111 103,738 93.4
(-329)  (－) (-330) (1) (-87,699) (-1,164) (-86,194) (-341) (-1,154) (-1,497) (-0.2)

21,131 74 20,836 221 6,676,920 42,093 6,556,527 78,300 417,553 261,109 62.5
(-71)  (－) (-76) (5) (-16,481) (-143) (-14,433) (-1,905) (482) (777) (0.2)

10,628 73 9,784 771 3,536,182 31,437 3,255,326 249,419 254,235 108,121 42.5
(-41)  (－) (-42) (1) (-35,969) (-30) (-40,429) (4,490) (-2,162) (310) (0.4)

4,981 15 3,646 1,320 3,319,640 8,585 2,287,673 1,023,382 235,062 72,094 30.7
(1)  (－) (1)  (－) (1,582) (155) (1,486) (-59) (177) (70) (0.6)

50 4 29 17 30,226 3,014 19,134 8,078 2,369 765 32.3
(21)  (－) (21)  (－) (2,576) (-23) (2,579) (20) (1,276) (972) (0.2)

1,080 45 1,021 14 132,570 3,033 128,738 799 77,663 46,860 60.3
(-33)  (－) (-3) (-30) (9,577) (-50) (-414) (10,041) (-44) (-7)  (－)

3,216 10 196 3,010 660,078 480 26,483 633,115 40,380 21,007 52.0
(-9) (-1)  (－) (-8) (-339)  (－) (-16) (-323) (-100) (-65) (-0.3)

443 2 7 434 39,359 23 559 38,777 2,750 1,547 56.3
(-36)  (－) (-3) (-33) (9,211) (-48) (-389) (9,648) (62) (79) (0.2)

2,811 10 193 2,608 587,330 361 25,905 561,064 36,322 19,162 52.8
(-62)  (－)  (－) (-62) (2,695)  (－) (-84) (2,779) (-109) (-55) (-0.2)

1,330 － 9 1,321 122,890 － 796 122,094 8,845 3,549 40.1

うち専門課程
を置く学校

各 種 学 校

中 学 校

高 等 学 校

中 等 教 育 学 校

特 別 支 援 学 校

専 修 学 校

うち高等課程
を置く学校

小 学 校

区　　分

学　　校　　数　　（ 校） 在　　　学　　　者　　　数　　（ 人）

国立 公立 私立

幼 稚 園

教　員　数　（ 人）

総　数 国立 公立 私立 総　数

（サ）

（シ）
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２．大学，短期大学，高等専門学校

　

表２　高等教育機関の学校数，在学者数，教員数

　　　２年連続減少。

　○　大学学部の女子学生は１１１万４千人で，前年度より１万２千人増加し，過去最高。
　　その占める割合は，４３．５％（前年度より０．５ポイント上昇）で過去最高。

　＜　在学者数　＞

　　　③大学院　２５万５千人で，前年度より８千人減少。

　＜　教員数　＞

　○　大学全体，大学院のいずれも，長期的に見て増加傾向にあったが，平成２３年度過去最高になり，

　　　①大学　２８６万９千人で，前年度より７千人減少。

　　　②学部　２５６万２千人で，前年度より１千人増加。

　　過去最高。また，その教員全体に占める割合は，２１．８％（前年度より０．６ポイント上昇）で過去最高。
　○　大学全体の女性の教員数については，連続して増加し，３万９千人（前年度より１千人増加）で

　○　短期大学学生は，平成５年度をピークに，翌年度から減少し続け，平成に入ってからは過去最低。

（注）　１　（　）は，前年度からの増減値である。
         ２　大学の在学者数には，学部，大学院生のほか，専攻科・別科の学生，聴講生等を含む。
         ３　学校数のうち数については，在学者がいる学校数を計上している。

（コ）

（ケ）

学　　　校　　　数　　（校） 在　　　学　　　者　　　数

総　数 国  立 公  立 私  立 総　数

（ 人） うち女子（ 人）
女子の比率

( %)
（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） うち女性（ 人）

女性の比率
( %)

(-1)  (－) (-2) (1) (-7,262) (9,878) (0.5) (-3,351) (582) (-4,493) (1,099) (1,310) (0.6)
782 86 90 606 2,868,872 1,216,012 42.4 614,783 146,160 2,107,929 178,669 39,030 21.8
(-3)  (－)  (－) (-3) (1,159) (12,168) (0.5) (-837) (844) (1,152)
752 82 86 584 2,562,068 1,113,812 43.5 447,973 127,144 1,986,951
(3)  (－) (-1) (4) (-7,903) (-2,060) (0.1) (-2,430) (-115) (-5,358)

624 86 74 464 255,386 78,400 30.7 152,338 16,161 86,887
(3)  (－) (-1) (4) (-6,210) (-1,754) (0.1) (-1,864) (-213) (-4,133)

587 86 70 431 162,693 48,659 29.9 94,668 10,685 57,340
(-1)  (－) (-1)  (－) (-399) (-86)  (－) (-376) (92) (-115)
435 77 55 303 73,917 24,406 33.0 51,061 4,682 18,174
(-2)  (－)  (－) (-2) (-1,294) (-220) (0.7) (-190) (6) (-1,110)
126 45 6 75 18,776 5,335 28.4 6,609 794 11,373
(-1)  (－)  (－) (-1) (-1,417) (-394)  (－) (-245) (-21) (-1,151)
73 23 2 48 8,262 2,281 27.6 3,143 244 4,875

(-13)  (－) (-3) (-10) (-3,710) (-3,293)  (－)  (－) (-268) (-3,442) (-285) (-66) (0.9)
359 － 19 340 138,260 122,176 88.4 － 7,649 130,611 8,631 4,430 51.3

 (－)  (－)  (－)  (－) (-539) (166) (0.4) (-524) (-75) (60) (-1) (23) (0.5)
57 51 3 3 58,226 9,681 16.6 52,290 3,881 2,055 4,336 356 8.2

高 等 専 門 学 校

大 学

う ち 学 部

う ち 大 学 院

う ち 修 士 課 程

う ち 博 士 課 程

う ち 専 門 職
学 位 課 程

うち法科大学院

短 期 大 学

区　　　　分

教　員　数

総　数 国  立 公  立 私  立

（キ）

（ク）
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【参考】各学校段階ごとの在学者数の推移（図１）

   （注）　１　（　）内の数は，前年度からの増減値（単位：千人）である。

　　　　   ２　特別支援学校は，平成１８年度以前は盲学校，聾学校及び養護学校の計である。
            ３　大学の在学者には，学部，大学院生のほか，専攻科・別科の学生，聴講生等を含む。

昭33 13,492 

小学校

昭43 9,383

小学校 昭56  11,925

小学校 6,677(-88) 中学校

昭31 5,962

中学校

昭34 5,180

中学校

昭37 7,328

中学校

昭47 4,688

中学校

昭61 6,106

中学校 3,536(-16) 

高等学校

昭36 3,119

高等学校

昭40 5,074

高等学校

昭47 4,155

高等学校

平元 5,644

高等学校 3,320(-36) 

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

25 30 35 40 45 50 55 60 平成２ ７ 12 17 22

（単位：千人）

第１次ベビーブーム

第２次ベビーブーム

第１次ベビーブーム

第２次ベビーブーム

昭和 25（年度）

特別支援学校 133(3) 

高等専門学校 58(-1)

中等教育学校 30(2) 

0

50

100

25 30 35 40 45 50 55 60 平成２ ７ 12 17 22 25（年度）昭和

24

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

短期大学 138(-4)

大学（大学院）255(-8)

大学（学部）2,562(1)

大学 2,869(-7)

各種学校 専修学校

幼稚園

幼稚園 1,584(-21)

各種学校 123(3)

専修学校 660(10)
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Ⅱ．卒業後の状況

１．高等学校(全日制・定時制)卒業者（中等教育学校後期課程を含む。以下同じ。）

表３　高等学校卒業後の状況

　各年3月の高等学校卒業者及び中等教育学校後期課程卒業者

（１）就職状況 高等学校卒業者の就職率の推移（図２）

　○　大学・短大進学率（現役）は，平成２２年度をピークに，ここ３年は微減し，５３．２％（前年度より０．４
　　　ポイント低下）。

　○　専門学校進学率は４年連続上昇し，１７．０％（前年度より０．２ポイント上昇）。

　○　大学・短大入学志願率も，平成２２年度をピークに，ここ３年は微減し，６０．４％（前年度より
　　　０．２ポイント低下）。（Ｐ５の図４参照。）

（注）　１　「就職者」には大学・短大，専門学校等に進学した者のうち就職している者を含む。

就職者

　○　就職率は３年連続で上昇し，１６．９％（前年度より０．２ポイント上昇）。

　大学の学部，短期大学の本科，大学・短期大学の通信教育部，同別科及び高等学校・
　特別支援学校高等部の専攻科に進学した者

　　各年3月の高等学校卒業者及び中等教育学校後期課程卒業者

　○　大学（学部）進学率（過年度卒含む）は，平成２３年度をピークに，ここ２年は微減し，４９．９％（前年
　　　度より０．９ポイント低下）。

２ 大学・短大進学率＝

３ 就職率 ＝

（ス） （タ）（ソ）（セ）

進学率

一時的な仕事に就いた者及び

進学も就職もしていない者の率

就職率

（人（％））

平成16年３月 1,235,482 560,055 (45.3) 459,456 (37.2) 237,279 (19.2) 208,907 (16.9) 27,003 (2.2) 92,666 (7.5) 216

　　　17年３月 1,203,251 568,710 (47.3) 473,263 (39.3) 228,867 (19.0) 208,747 (17.3) 22,855 (1.9) 78,922 (6.6) 267

　　　18年３月 1,172,087 578,525 (49.4) 490,242 (41.8) 213,122 (18.2) 210,442 (18.0) 19,232 (1.6) 66,434 (5.7) 140

　　　19年３月 1,148,108 587,999 (51.2) 505,951 (44.1) 193,156 (16.8) 212,635 (18.5) 16,358 (1.4) 59,962 (5.2) 410

　　　20年３月 1,089,188 575,659 (52.9) 500,631 (46.0) 167,092 (15.3) 206,628 (19.0) 12,862 (1.2) 53,757 (4.9) 230

　　　21年３月 1,065,412 574,333 (53.9) 503,840 (47.3) 156,363 (14.7) 193,615 (18.2) 13,592 (1.3) 54,678 (5.1) 158

　　　22年３月 1,071,422 582,272 (54.3) 513,013 (47.9) 170,352 (15.9) 168,727 (15.7) 15,560 (1.5) 59,703 (5.6) 299

　　　23年３月 1,064,074 573,679 (53.9) 507,509 (47.7) 172,200 (16.2) 173,566 (16.3) 14,994 (1.4) 56,965 (5.4) 369

　　　24年３月 1,056,387 565,779 (53.6) 503,545 (47.7) 177,486 (16.8) 176,931 (16.7) 13,892 (1.3) 51,922 (4.9) 283

　　　25年３月 1,091,614 581,144 (53.2) 517,416 (47.4) 185,588 (17.0) 184,656 (16.9) 13,623 (1.2) 53,951 (4.9) 291

不詳・死亡区　　分 卒業者 大学・短大等進学者(率) 専門学校進学者(率) 就職者(率)
うち大学（学部）進学者（率）

一時的な仕事に
就いた者(率)

進学も就職も
していない者(率)

- 4 -



（２）進学状況
　　①高等学校卒業者の進学率の推移（現役進学率）（図３）

　

　　②入学志願率の推移（図４）

（注）　 １　＜＞は前年度の数値である（以下同じ）。

　　　　                    各年3月の高等学校卒業者及び中等教育学校後期課程卒業者

入学志願者数（実数）
各年3月の高等学校卒業者及び中等教育学校後期課程卒業者

大学の学部，短期大学の本科，大学・短期大学の通信教育部，同別科及び高等学
校  ・特別支援学校高等部専攻科に進学した者

         ２　図中の枠囲いは，最高値である（以下同じ）。

３ 大学・短大進学率（現役）＝

（注） １ 入学志願率（現役） ＝

２ 入学志願者数 ＝ 高等学校卒業者及び中等教育学校後期課程卒業者のうち、大学や短大へ願書を提出した者の実数。

同一人が２校（学部・学科）以上に願書を提出した場合も１名として計上。

H22  54.3 
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③過年度卒業者を含めた進学率（就学率）の推移（図５）

（注） 　　　　 大学・短期大学入学者，高等専門学校４年在学者及び専門学校入学者
　　　　　　　１８歳人口（３年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）

　　　　　　　　　　       １８歳人口（３年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　大学(学部)の入学者

１ 高等教育機関進学率（就学率）

（過年度卒含む）

２ 大学（学部）進学率（就学率）

（過年度卒含む）

＝

＝

H22  79.7 

H22  56.8 

H23  51.0 

H17 23.9 
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（％）

７７．９%
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５５．１%
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<50.8>

高等教育機関進学率
(過年度卒含む) 大学・短大進学率
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大学（学部）進学率
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高等専門学校4年進学率
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２１．９%

<22.2>

０．９%
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　３．大学(学部)卒業者

表４　大学（学部）卒業後の状況

図６　大学（学部）卒業者の就職率等の推移

各年３月の大学学部卒業者
 大学院研究科，大学学部，短期大学本科，大学・短期大学の専攻科，別科，専修学校，外国の学校へ入学した者

各年３月の大学学部卒業者

就職者

　○　進学率はゆるやかな上昇傾向にあったが，平成２２年度をピークに，３年連続低下し，１３．０％（前年度
　　より０．８ポイント低下）。
　○　就職率は，平成２２年度に急激に低下したが，その後３年連続で上昇し，６７．３％（前年度より３．４
　　ポイント上昇）。
　○　「正規の職員等でない者」と「一時的な仕事に就いた者」，「進学も就職もしていない者」を合算すると，
　　１１万５千人となり，安定的な雇用に就いていない者の卒業者に占める割合は，２０．７％で，前年度より
     ２．２ポイント低下。

（注）　１　卒業者数は，表章された内訳のほか，臨床研修医（予定者含む）（平成２５年度８，９８４人）を含めた合計。
　　　　２　「就職者」とは，給料，賃金，報酬，その他の経常的な収入を得る仕事（自家・自営業を含む）に就いた者をいう。
            なお，就職者には，「大学院等への進学者のうち就職している者」（９８人）を含む。
　　　　３　就職者のうち，「正規の職員等でない者」とは，雇用の期間が1年以上で期間の定めのある者で，かつ1週間
            の所定労働時間が３０～４０時間の者をいう。（Ｐ９参照）

４ 進学率 ＝

５ 就職率 ＝

（チ） （ト）

（%））

就職率

一時的な仕事に就いた者及び

進学も就職もしていない者の率

進学率

（年度））

うち正規の

職員等

でない者

（ 率 ）
①

平成16年３月 548,897 77,022 (14.0) 306,414 （　55.8） … … 24,754 ( 4.5) 110,035 ( 20.0) 22,699 ( 4.1) … …

　  　17年３月 551,016 78,169 (14.2) 329,125 （　59.7） … … 19,507 ( 3.5) 97,994 ( 17.8) 18,398 ( 3.3) … …

　　  18年３月 558,184 79,337 (14.2) 355,820 （　63.7） … … 16,659 ( 3.0) 82,009 ( 14.7) 15,108 ( 2.7) … …

　　  19年３月 559,090 77,165 (13.8) 377,776 （　67.6） … … 13,287 ( 2.4) 69,296 ( 12.4) 12,503 ( 2.2) … …

　　  20年３月 555,690 76,343 (13.7) 388,480 （　69.9） … … 11,485 ( 2.1) 59,791 ( 10.8) 10,803 ( 1.9) … …

　　  21年３月 559,539 78,265 (14.0) 382,485 （　68.4） … … 12,991 ( 2.3) 67,894 ( 12.1) 8,904 ( 1.6) … …

　　  22年３月 541,428 86,039 (15.9) 329,190 （　60.8） … … 19,332 ( 3.6) 87,174 ( 16.1) 10,807 ( 2.0) … …

　　  23年３月 552,358 82,657 (15.0) 340,217 （　61.6） … … 19,107 ( 3.5) 88,007 ( 15.9) 13,521 ( 2.4) … …

　　  24年３月 558,692 76,856 (13.8) 357,088 （　63.9） 21,993 （　3.9） 19,569 ( 3.5) 86,566 ( 15.5) 9,797 ( 1.8) 128,128 (22.9)

　　  25年３月 558,853 72,822 (13.0) 375,957 （　67.3） 22,782 （　4.1） 16,736 ( 3.0) 75,929 ( 13.6) 8,523 ( 1.5) 115,447 (20.7)

（　人 （ 　％ ））

進学も就職も

   していない者 (率)

③

不詳・死亡 (率)

　　安定的な雇用に就

　　いていない者 (率)

　　　①＋②＋③
区　　　分 卒業者 進学者(率)

　　　　　　　　就職者（ 率 ） 一時的な仕事に

就いた者（ 率）

②
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　図７　分野別の卒業者の状況

（注）　１　各項目の数値は卒業者に対する比率である。
　　　　２　端数を四捨五入しているため，各項目の計が１００にならない場合がある。
　　　　　　また，就職者には進学しかつ就職した者を含むため，各項目の計が１００を超える場合がある。
　　　　３　教育分野の正規の職員等でない者には，教員の臨時的任用を含む。
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 【参考】「就職者」の「正規の職員等」・「正規の職員等でない者」，「一時的な仕事に就いた者」，「進学も就職も
　　　　　していない者」の関係（図８）

【参考】一時的な仕事に就いた者，進学も就職もしていない者の推移（図９）

115,447人

128,128人

（万人）
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　４．修士課程修了者

表５　修士課程修了者の卒業後の状況

図１０　修士課程修了者の就職率等の推移

図１１　専攻分野別の修了後の状況

　○　就職率は３年連続で上昇し，７３．７％（前年度より０．４ポイント上昇）。

（ツ）

（人，（％））

うち正規の
職員等

でない者

（ 率 ）
①

平成16年３月 69,073 10,339 (15.0) 45,426 (65.8) … … 873 (1.3) 9,616 (13.9) 3,028 (4.4) … …

　　17年３月 71,440 9,834 (13.8) 48,357 (67.7) … … 1,002 (1.4) 9,673 (13.5) 2,731 (3.8) … …

　　18年３月 72,531 9,560 (13.2) 50,782 (70.0) … … 1,023 (1.4) 8,618 (11.9) 2,712 (3.7) … …

　　19年３月 73,993 8,918 (12.1) 53,638 (72.5) … … 969 (1.3) 8,197 (11.1) 2,472 (3.3) … …

　　20年３月 73,881 8,348 (11.3) 55,480 (75.1) … … 961 (1.3) 7,150 (9.7) 2,158 (2.9) … …

　　21年３月 73,811 8,379 (11.4) 55,243 (74.8) … … 944 (1.3) 7,411 (10.0) 2,053 (2.8) … …

　　22年３月 73,220 9,101 (12.4) 52,278 (71.4) … … 1,099 (1.5) 8,687 (11.9) 2,281 (3.1) … …

　　23年３月 74,680 8,508 (11.4) 54,188 (72.6) … … 997 (1.3) 9,048 (12.1) 2,121 (2.8) … …

　　24年３月 78,711 8,123 (10.3) 57,659 (73.3) 2,455 （ 3.1） 1,199 (1.5) 10,266 (13.0) 1,692 (2.1) 13,920 (17.7)

　　25年３月 76,511 7,972 (10.4) 56,381 (73.7) 2,418 （ 3.2） 1,270 (1.7) 9,540 (12.5) 1,565 (2.0) 13,228 (17.3)

不詳・死亡 (率) 
安定的な雇用に就
いていない者 (率)

①＋②＋③
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②
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③

進学率

就職率

一時的な仕事に就いた者及び

進学も就職もしていない者の率

(％)

(年度)
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　５．博士課程修了者

表６　博士課程修了者の卒業後の状況

図１２　博士課程修了者の就職率等の推移

 図１３　専攻分野別の修了後の状況

      　３　ポストドクター等のうち，「正規の職員等でない者」は１年以上の雇用契約かつフルタイム勤務相当の典型的なポストドクター，「一時的な
　　　　　　仕事に就いた者」は１年未満の雇用契約又は短時間勤務の研究員，「進学も就職もしていない者」は無給の研究員が想定される。

（注）　１　博士課程の「修了者」には，所定の修業年限以上在学し，所定の単位を修得した後，学位を取得せずに満期退学した者を含む
　　　　　　（以下同じ）。

　　　　２　ポストドクター等とは，博士の学位を取得した者又は所定の単位を修得の上博士課程を退学した者（いわゆる「満期退学者」）のうち，
　　　　　　任期付きで採用されている者で，
　　　　　①　大学や大学共同利用機関で研究業務に従事している者であって，教授・准教授・助教・助手等の学校教育法第９２条に基づく教育・
　　　　　　　 研究に従事する職にない者
　　　　　②　独立行政法人等の公的機関（国立試験研究機関，公的試験研究機関含む。）において研究業務に従事している者のうち，所属する
               研究グループのリーダー・主任研究員等の管理的な職にない者

      　４　ポストドクターは年度の途中に採用される例もあり，年間を通じての採用者は上記の数より増えることが見込まれる。

　○　就職率は６５．８％（前年度より１．５ポイント低下）。
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（人，（％））

うち正規の
職員等で

ない者

（ 率 ）
①

平成16年３月 15,160 8,557 (56.4) … … 492 (3.2) 3,916 (25.8) 1,736 (11.5) … …

　　17年３月 15,286 8,746 (57.2) … … 753 (4.9) 3,950 (25.8) 1,436 (9.4) … …

　　18年３月 15,973 9,167 (57.4) … … 730 (4.6) 4,216 (26.4) 1,469 (9.2) … …

　　19年３月 16,801 9,885 (58.8) … … 808 (4.8) 4,146 (24.7) 1,557 (9.3) … …

　　20年３月 16,281 10,288 (63.2) … … 695 (4.3) 3,340 (20.5) 1,569 (9.6) … …

　　21年３月 16,463 10,579 (64.3) … … 636 (3.9) 3,386 (20.6) 1,502 (9.1) … …

　　22年３月 15,842 9,812 (61.9) … … 950 (6.0) 3,171 (20.0) 1,559 (9.8) … …

　　23年３月 15,892 10,160 (63.9) … … 1,022 (6.4) 2,867 (18.0) 1,502 (9.5) … …

　　24年３月 16,260 10,937 (67.3) 2,408 （ 14.8） 855 (5.3) 3,003 (18.5) 1,145 (7.0) 6,266 (38.5)

　　25年３月 16,445 10,828 (65.8) 2,521 （ 15.3） 998 (6.1) 3,082 (18.7) 1,264 (7.7) 6,601 (40.1)

うちポスト
ドクター等

<1,855>

区　　　分 修了者

就職者 （ 率 ） 一時的な仕事に
就いた者（率）

②

進学も就職も
していない者（率）

③

<380> <473>

不詳・死亡(率)

安定的な雇用に
就いていない者

(率)
①＋②＋③

<1,855>…… <1,002>
（テ）

- 11 -



Ⅲ.　岩手県，宮城県，福島県の状況

１．在学者数の推移

　○　震災後の３県の在学者については，前年度と比べると減少幅は小さい。

（人）

図１４ 小学校

図１５ 中学校

宮城県

福島県

岩手県

宮城県

福島県

岩手県

（人）

（年度）

（年度）

～

～
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２．卒業後の状況
　（１）高等学校（中等教育学校後期課程含む）卒業者の状況の推移

①岩手県（図１６）

②宮城県（図１７）

③福島県（図１８）

（注）進学者とは，大学の学部，短期大学の本科，大学・短期大学の通信教育部，同別科，高等学校・特別支援学校高等部専攻科及び
　　専修学校専門課程に進学した者，専修学校一般課程，各種学校，公共職業能力開発施設等入学者をいう（以下同じ）。

　
○　３県いずれにおいても，就職率については，全国の傾向と同様に，３年連続で上昇している。

※全国平均値は，進学者７７．０％（うち，大学・短大進学者（現役）５３．２％），就職者１６．９％，一時的
　な仕事に就いた者及び進学も就職もしていない者６．２％である。
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